
（T E L）070-4003-0380 （e-mail）inuzuka.hiroshi@shizuoka.ac.jp静岡大学発ベンチャー 株式会社AI技研■ お問合せ ■

計測されたセンサデータからのAIを用いた
異常検出や状態判定
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スマートファクトリやIndustrie4.0を見据えた将来のDX化された工場や物作りの現場では人手によって行われている部分が最大の問題となります。人間が行う作業は信頼性が十分ではないし客観的

な計測データも取得できないからです。そこで、工場の機械や製品に大量のセンサを配置してデータを取得することが必要となりますが、そのままではビッグデータとなるので人間の解析では間に合

いません。その為、AI(人工知能）の導入が必須となります。そこで、我々は多数のセンサデータを使ってＡＩによる知的判断や異常判定を行わせる研究を行ってきました。

現状でも多くの例で90～100％の判定精度が得られているので、人間からの置き換えが十分可能です。

機械学習による判定機の作成

畳み込みニューラルネットワーク(CNN)の場合のネットワーク構造例

knop=nnp_graph.NnpLoader(dirc+'results.nnp')
graph=nnp.get_network('MainRuntime',batch_size=1)
x=list(graph.inputs.values())[0]
y=list(graph.outputs.values())[0]
img=imread(path,channel_first=True)   
x.d=img.reshape(1,3,256,256)
y.forward()

学習結果はPythonのライブラリnnablaから活用可能

nnablaを活用するPythonプログラム例

学習曲線の一例 混同行列とＦ値の一例

判定機による正常異常判定の実行と評価

異常なモーターの振動を測定した場合の時間波形とそのスペクトル例

正常なモーターの振動を測定した場合の時間波形とそのスペクトル例 y'=正常 y'=異常 Recall

y:label=正常 100 0 1

y:label=異常 0 100 1

Precision 1 1

F-Measures 1 1

Accuracy 1

Avg.Precision 1

Avg.Recall 1

Avg.F-Measures 1

・動作音や加速度・画像等のセンサ情報から機械の調子や異常・故障をAIで判定
・センサからの大量データもAIを用いた機械による自動的な処理と情報取得
・スマートファクトリを見据えた将来の工場やフィジカルAIの基盤技術
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本技術の紹介動画 ： https://www.youtube.com/watch?v=ry0vinEFA68
https://scii-my.sharepoint.com/:v:/g/personal/inuzuka_hiroshi_cii_shizuoka_ac_jp/EavdvKSoVgVDs1-u43CKPVcB6KZmkhvBdtKUyEfL9SH74g?e=Dx0qGu
https://talk.yumenavi.info/archives/2503?site=d&close=true

犬塚の連絡先 : e-mail:   inuzuka.hiroshi@shizuoka.ac.jp TEL:   070-4003-0380    home page URL:  https://aigiken.tech 
住所: 〒432-8011 静岡県浜松市中央区城北3-5-1 静岡大学イノベーション社会連携推進機構インキュベーション施設210号室

AI技研ってどんな会社

風力発電所や水力発電所の異常検知にも応用

動作音の識別にも応用

風力発電所の風車 風車ナセル内部のマイク位置 異常や故障の連続自動監視システム 音取得と異常検知システム

◆オートエンコーダ（AE）の結果

◆畳み込みニューラルネットワーク
（CNN）の結果

正解率 適合率 再現率 F値

0.984 0.977 0.971 0.974

F値：0.955
AI（人工知能）を用いた判断では、正常・異常等の二値判断を行わせる場合が多いが、オートエンコーダ（AE）を用いる
場合には、マハラノビス距離で評価した最小二乗誤差の値を用いることで、異常の程度の情報も得ることができます。上

図の右側の場合は左側の正常時と異なり周期的な異音が発生しています。そのタイミングで評価値が大きくなっています。

正常な場合
異音が発生
している場合

F値＝0.9956


